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ご挨拶

国際布教総監 佐々木悠嶂
ヨーロッパ国際布教総監部　
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仏となるに、いとやすきみちあり

坂川資樹
曹洞宗特派布教師
北海道晃徳寺住職
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「ほとけ」というと何を思い浮かべるでしょう

か？どなたかいらっしゃいますか？目が合いま

したので、そちらの方いかがでしょう？

　「慈悲が溢れるくらいすべてのものに対する

慈悲の心がある。すべての存在についてわかっ

ているものだと思います。」

　ほとんどそれは私がお話しする必要がないか

もしれません。慈悲の心があり、すべての存在

についてわかっている、と答えられているのは

素晴らしい。もう一人お伺いしたいのですが。

率直に私はこう思うんだということをおっしゃ

っていただければ。

　「とてもなることができない理想である。し

かし、難しいけれどもやらなければならないと

いう志が大切ではないかと思います。」

　これは私のお話しすることが尽きていまして、

これで答えが出ているので、今日お話しする必

要がないくらいです。とはいえ、ここで止めて

帰っていいかというわけにもいきませんので、

お話しをさせていただきます。

　

　ここに祀られている仏像はお釈迦さまですが、

約2,500年前に実際に私たちと同じように人間

としてこの世に生を受けたお釈迦さまです。今

はこのようにお仏像とかお釈迦様が描かれたも

のに手を合わせたりして私たち仏教徒はお参り

しますが、もうひとつは、仏というのは実は私

たち、先程お答えいただいたように、みなさん

おひとりおひとりが、皆共にお釈迦様になるこ

とができる存在です、というのが今日お話しし

たいことであります。今日は「ほとけとなる一

番いい方法があります」という題でお話しさせ

ていただきます。

　日本で永平寺を開かれた道元禅師様のお言葉

を紹介したいと思います。

　「仏となるにいとやすきみちあり。もろもろ

の悪をつくらず、生死に著するこころなく、一

切衆生のために、あはれみふかくして、上をうや

まひ下をあはれみ、よろづをいとふこころなく、

ねがう心なくて、心におもふことなく、うれふ

ることなき、これを仏となづく。」

　訳すると、「仏になるには簡単な方法があり

ます。悪いことはせず、生き死にのことにとら

われることなく、すべてのものに対してあわれ

みをかけ、仏法に精通している人は敬い、残念

ながら仏法に縁の薄かった人には手をさしのべ、

どんなことも嫌がらず、自分の都合のよいこと

だけを願ったり思ったりせず、なにかと心配ば

かりしないこと、これを仏というのですよ。」

もっと簡単に言うと、「悪いことはせず、よい

ことをしましょう。」と言うことができます。

「良いこと」とは「自分にとって都合の良いこ

と」ではありません。他の方がたのためになる

行いという意味です。そして、大事なことはそ

れを「習慣づける」ということです。みなさん

が毎日坐禅をされているように習慣づけること

です。同じことを繰り返すということです。言

い方を変えますと、習慣づけるということは、

身につける、何も考えずに自分が自然に行うこ

とができるということ、仏教では戒を行うとい
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　（平成27年度　布教教化に関する告諭）　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　私たちは、今、たくさんの課題を前に、その生き方
が問われています。東日本大震災、大津波、東京電
力福島第一原子力発電所事故からすでに4年の月
日がたちました。にもかかわらず、復旧復興の道の
りはいまだ遠く、多くのご遺族や今も避難生活を余
儀なくされている24万余の人びとの悲しみと苦難
は計り知れません。
　さらに、地球温暖化と多発する自然災害、戦争、貧
困、格差、いじめ、そして自死等の深刻な問題が山積
しています。
　この現実の中で、「人権の尊重、平和の実現環境
の保全」の取り組みを柱とし、自己中心的な快適さ
や便利さを求める暮らしを見直し、原子力に頼らな
い社会、一人ひとりのいのちが大切にされる社会の
実現を願っています。
　そのために、本年度も四摂法の一つである「布
施」、物でも心でも惜しみなく分かちあい、互いに生
かしあうみ教えを学び、実践いたします。
　道元さまは「布施」とは貪らないことと示されまし

た。それは、へつらうことなく、見返りを求めることの
ない生き方です。
　瑩山さまは常に大いなる慈悲心をもって、一切衆
生に坐禅無量の功徳をめぐらすように説かれまし
た。
　本年は、大本山總持寺二祖峨山韶碩禅師650回大
遠忌の年にあたります。皆さまとともにこの勝縁を
慶び、報恩のまことを捧げましょう。
　峨山さまが身をもって示された「相承」おさとし、
それは、み仏とご先祖の前で姿勢を調え息を調え心
を調えて静かに坐り、一仏両祖のみ教えを学び、受
け継ぎ、そして実践を通して丁寧に伝えることです。
　私たちは、今、「布施」のみ教えを相承し、人びとと
ともに、生きとし生けるものの安らぎを願い、ともに
寄り添い、ともに歩む菩薩行をすすめてまいりまし
ょう。
　南無釈迦牟尼仏　
　南無高祖承陽大師道元禅師
　南無太祖常済大師瑩山禅師

　曹洞宗管長　
　江川辰三
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　長老「お師匠様、典座和尚さんはどうしまし

ょうか？」

　お師匠様 「そうだな、困ったな。ちょっと若

いんだけれども、元轟（げんごう）はどうだ。

元轟は若いけれども骨の通った真面目な男だか

ら、きっとやってくれるんじゃないか。」

　長老「私は少し若いと思いますが、お師匠様

がそのようにおっしゃるのであればそうしまし

ょう。それでは早速元轟に話をしましょう」

　早速、翌日から元轟さんは典座の役をつとめ

ました。数日が経ちますとお寺のなかで変な噂

が流れ始めます。どうもおかしい、夜になって

みんな寝静まると典座寮から灯りが漏れている。

時にはいい匂いまでしてくる。ひょっとしたら

元轟さんは何か美味しい物を作って自分だけ食

べているのではないかという噂になります。初

めのうちは、かげで悪口をいう程度でしたが、

元轟さんの煮物はあまり毎晩続くので、ついに

問題が表沙汰になり、とうとう雲水たちが集ま

る騒ぎになり長老さんがお師匠様の隠之和尚様

にこれを訴えることになったのでした。

　長老「お師匠様、申し上げにくいことではあ

りますが、元轟さんはまことによろしくない行い

をいたしております。炊事係を良いことにして、

夜ひそかに自分だけ、何か小鍋だてをして美味

しい物を食べている様子でありますから、厳重

にお調べ下さいまして罰を与えていただきたい。

これは雲水みなの意志でありますので、お含み

を願います。」

　その話を聞いておりました隠之和尚様、静か

に口を開き、

　お師匠様「いや、それは何かの間違いだろう。

元轟はそんなことをする男ではない。私が一番

よく知っておる。」

　長老さんは、色々実情を述べて訴えたが、お

師匠様はおとり上げになりません。仕方なくそ

の場はいったん引き上げました、腹の虫がおさま

らず、その晩から、雲水たちは当番を決めて、

毎晩台所を監視することにしました。

 「たしかにやっている」「俺も見た」「その通

りだ」と、みんなの見るところは一致したので、

もう我慢ができないと再び代表者が隠之和尚様

のところに行って申し上げました。

　長老「先日申し上げました元轟さんのことは

お取り上げになりませんでしたので、我われは

当番を立てて毎晩台所を監視致しました。誰も

が同じように、元轟さんの不埒な行いを見届け

ました。この上は是非お調べ下さいまして、元

轟さんを厳罰に処していただきたい。もしそれ

ができぬとおっしゃるなら、我われ全員、袖を連

ねてお暇をいただきます。元轟さんを出すか、

我われが出て行くか、二つに一つの採決を願い

ます。」

　お師匠様「まあ、そんなにかっかしなさんな。

わしは元轟を信じて典座にしたんだ。きっとな

にか訳があるに違いない。少し時間をくれんか

のう。」

　お師匠様は相変わらず取り合わない。雲水た

ちはまた渋々静まったのでした。

　それから数日が経った時のこと、隠之和尚様

が夜更けに厠へ行こうと思って、廊下に出て歩

き出しますと、台所から灯りがさしているのに

気がついた。

　お師匠様「はてな、消灯の時間はとうに過ぎ

ている。」そう思いながらおりますとなにやら

プーンと良い香りが台所の方からしてくる。

　お師匠様 「先日来、何度も雲水たちがあんな

ことを言うてきたが、元轟に限ってそんなこと

はないと思うが…」と台所の前にさしかかる。

戸がほんの少し開いていたので、中の様子を見

ると、囲炉裏の真ん中に自在鍵に吊した小さい
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　昨年10月22日、私は大本山總持寺にて行われ

た二祖峨山韶碩禅師650回大遠忌に焼香師（導

師のこと。文字通りに言うと焼香をする導師）

として参加いたしました。

　その日、日本国外の曹洞宗の代表者5名が大

本山總持寺二祖峨山韶碩禅師への報恩供養の法

要をそれぞれ勤めました。その5名とは曹洞宗

国際センターより藤田一照老師、北アメリカよ

りルメー大岳老師、南アメリカより佐藤鴻舟老

師、ハワイより駒形宗彦老師、そしてヨーロッ

パから私です。私たちは、前日の10月21日に總

持寺に到着しました。同じく、世界中から僧侶

や尼僧、檀信徒などの参拝団、総勢150名ほど

が参集し、大遠忌法要に参加しました。

　焼香師は参拝団とは違い、いくつかの廊下を

渡った場所に個別の部屋を用意され、到着の儀

式の後、總持寺貫首の江川辰三禅師と相見いた

しました。

　大本山總持寺に到着し、部屋に落ち着き、江

川禅師に迎えられ、次の日に行われる法要に備

える、この創造された密度の濃い数時間は、私

たち大遠忌法要の参加者にはとても大切な時間

です。大遠忌とは50年に一度行われるため、總

持寺は数年かけて準備をしてきました。私たち

各地域の代表は、10,000キロ以上を旅してきま

した。それは、お互いに相当の準備が必要であ

ったと思います。

大本山總持寺二祖峨山韶碩禅師
650回大遠忌を終えて

クレポン道環
フランス共和国 古海寺

　次に、私たちは翌日の法要のための進退馴ら

しを行いました。数ヶ月前に手順を受け取って

いたので、この馴らしにおいていくつかのポイ

ントを確認しました。そして、一番重要だった

のは總持寺の建物と法堂の大きさに慣れること

でした。進退馴らしの後は、リラックスした気

持ちで他の焼香師や参加者の人たちと夕食をと

りました。

　私たちが馴らしをしている間、参拝団は總持

寺の諸堂拝観をしました。その後、坐禅に対し

て活発なアプローチで定評のある藤田一照老師

のワークショップに参加しました。そのワーク

ショップでは、参加者全員がそれぞれ交流する

ことができ、翌日の法要や昼食（祝膳）に向け

てひとつにまとまる大変良い機会でした。また、

同じ修行と信仰をするハワイ、北アメリカ、南

アメリカ、ヨーロッパそして日本からの参加者

と触れ合うことで、“世界の曹洞宗”を認識で

きる、特別な2日間となりました。

　その夜、私は翌朝の焼香師の準備のため早め

に部屋に戻り、僧侶として過ごしてきたこの40

年間、そして日本に、ここに、この部屋に来た

意味、そして緋衣と刺繍袈裟をつけて焼香師を行

うという意味を考えました。私はこの日を何ヵ月

諸堂拝観
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も待ち望み、ようやく訪れた貴重な時間でした。

　翌日、大悲心陀羅尼をゆっくりお唱えする總

持寺特有の朝課に続き、峨山禅師大遠忌法要が

勤められました。私は最初の献粥諷経の焼香師を

勤めた後、ヨーロッパからの参拝団と共に、總持

寺の大きな法堂前で集合写真を撮りました。その

後、他の焼香師による法要が勤められました。

　私が法要について思い出すことは、總持寺の

豪華な金色の天蓋で装飾された場所での法要で

はありましたが、その法要の本質は簡素で、且

つ厳粛なものであったということです。この紙面

をお借りして、全てが円滑に進んだことに対し、

侍者和尚や随喜していただいた僧侶のかたがた

に感謝を述べたいと思います。2週間に及ぶ大

遠忌法要を終えた總持寺の僧侶たちにとっては

日常的なことかもしれませんが、その的確な動

作と気配りは、長い間多大なる努力をしてきた

ということが私たちから見ても伺えました。

　

　私にとって峨山禅師の大遠忌法要への参加は

一時的なものではなく、深遠で長く記憶に残る

ものです。平成26年5月の予修法要を期に峨山

禅師の歴史と宗門発展のために尽くした功績を

学んできました。西洋では道元禅師と瑩山禅師

についてはよく知られておりますが、それ以外

の現在の私たちまでに法を伝えてこられた祖師

がたは、よく知られておりません。

　予修法要がお勤めされる時に、總持寺の大遠

忌局が平成27年の峨山禅師650回大遠忌から平

成36年の瑩山禅師700回大遠忌までのテーマを 

“相承”と決定したことが発表されました。

　1世紀前に日本の玄関口である横浜の地に移

り、布教活動を始めた總持寺が決定したこの

“相承”というテーマに、現代の変わりゆく文明

世界において、元来仏教国ではない国で布教活

動をする私たちはとても共感を覚えます。それ

は禅を西洋に広めるという象徴的なことでもあ

ります。（20世紀初頭、能登半島にあった總持

寺は火事により建物のほとんどを消失しました。

これを機に總持寺は横浜に移転しました。）

　私たちは曹洞宗の教えをしっかりと受け継ぎ、

同時にあらゆる環境に適合させなければいけま

せんが、これには時間がかかります。大遠忌の

テーマである“相承”は、そのことをより注意

深く私たちに考えさせてくれました。これが私

の今回の経験で強く思うことです。

 拈香法語

献粥



12

　大本山總持寺二祖峨山韶碩禅師（1276-1366）

はかつて、總持寺と永光寺の間の山越えする52

キロもの長い道のりを、永光寺の朝のお勤めを

真夜中に終え、總持寺での朝のお勤めをするた

めに往復しておりました。峨山韶碩禅師650回

大遠忌期間中に、私たちは峨山禅師の遺した足

跡を知ることができました。

　平成27年10月21・22日の2日間、大本山總持

寺で開催された大本山總持寺二祖峨山韶碩禅師

650回大遠忌法要並びに国際交流会には様々な

国から多くの参加がありました。彼らは自国か

ら總持寺までの長い旅路の間、どれぐらい歩い

たのだろうか？どれぐらい移動し、また休息を

とったのだろうか？というようなことを私は想

像しました。

　峨山禅師は貞治5（1366）年10月20日に亡く

なられました。私たちの国ブラジルは1500年に

発見され、曹洞宗の布教活動が始まったのは昭

和30（1955）年です。曹洞宗が伝わるまでに

は長い時間差があります。一つの教えがこれほ

ど長く維持されることは可能なのでしょうか？

仏教の教えはインドから中国に伝わり、そして

日本へ伝わりました。現代は、あらゆるテクノ

ロジーや高速移動、情報源の利用が可能ですが、

その昔はそれらすべてのことが非常に難しかっ

たにちがいありません。また、時間や空間を具

体的に認識できるようにもなりました。

そことここが一つに

ライッサ・パラ・ベラス
ブラジル共和国

　初めて總持寺の光り輝く廊下を歩いた時、そ

の廊下を掃除する多くの修行僧、遠く離れた国

からやってきて、自分が歩む道を明らかにした

修行僧、また總持寺から布教のために私たちの

国に来られた僧侶のかたがたのことを想像しま

した。その瞬間、私はただ歩き、脈動し、海外

と日本、異なる人生が一つとなる、二元的では

ない空間を行き来していることに気づきました。

　藤田一照師は私たちに坐禅の基本的な理解と

その方法を深める絶好の機会を与えてくれまし

た。“安楽の法門としての坐禅”をテーマに坐

ったときの姿勢と調身に焦点を当てました。ま

た、もう一人の講師である藤本靖氏は、いくつ

かの簡単なエクササイズを通して、その姿勢を

整える方法を教えてくれました。私たちはペア

を組み、交互に仰向けになり、最初は右の奥歯

で割り箸を噛み、それを数十秒保持します。次

に同じことを左でも行います。それによって顔

の筋肉がゆるみ、そのゆるみが体にどのような

影響を与えたかということを話し合いました。

次に別の人とペアを組み、立ったまま腹部を縛

った状態にし、そして海の中で水平線に顔を向

けていることをイメージしました。すると、私

たちは同じ海にいて広い水平線の内側にいるよ

ワークショップ
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うな感覚を共有できたのです。その空間が一つ

のものになりました。坐禅とはただマニュアル

通りに坐るのではなく、坐るための準備をしな

ければならないのだと知りました。努力は必要

ですが、それは自発的でより自然なものであり、

それによって坐禅が安楽の法門となるというこ

とを藤田師は強調していました。

　總持寺の食事は古き良きものが現代に生かさ

れ、すべての感覚を魅了する手の込んだ料理で、

滋養の高いものでした。料理の中には私が知っ

ているもの、知らないものもありましたが、ど

れも細心の注意が払われ、素晴らしいものでし

た。この料理ができるまでにどれほどの手間が

かかったのか？野菜が植えられてから、今ここ

に並ぶ数々の料理になるまでにどれだけの工程

を経たのか？食材である野菜は丁度良く切り分

けられていました。ナイフは一つのものに切り

分けるためのもの、そのためには、そのものを

分析し、特徴を見分け、区別することが必要で

あります。それらの食材は、その正しい方法を

教えてくれるものでした。切断と結合、分離と

接続、いのちの営みに触れたような経験でした。

　五観の偈をお唱えすることで、この食事にい

のちの繋がりを感じました。そして、料理の色や

歯触り、味、形、そのすべてが調和し、それぞれ

の食材が繋がり合っていました。平和を実現する

ためには、地球上に生きる私たちが調和し一体と

なり、感謝の気持ちを持たなければなりません。

　私は一般の参禅者なので、峨山禅師の大遠忌

法要については詳しく書き表せませんが、ブラ

ジルのお寺で見たことのある儀式や聞いたこと

のあるお経、また作法もありました。僧侶のか

たと状況は違いますが、すべての時間と空間を

超えて、私たちまでもが、まるでその法要に参

加しているようでした。總持寺の道は今も続い

ており、私たちの中にもその一部が続いていま

す。時には履いているスリッパが古くてすべって

しまったり、時には自分たちの思想によりその光

り輝く道（仏道）から押し出されたり、時には新

しい道の雑音や魅力に混乱させられたりします。

私たちは常に道を歩み、磨いています。子どもや

お年寄りは一つであり、形と空間は空虚であり、

また日本人であろうが外国人であろうが普遍であ

り、それらは単なる真実です。中にも外にも、

ここにもそこにも、私と他の誰かとも二元性は

ありません。私は峨山禅師の足跡が今も新鮮に

生きていることを、心の底から感じています。

法要参列

食事
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 「竹ひご」の話をもう少し続けさせていただき

たい。読者の皆さんにはもうおわかりだと思う

が、「相手が力で曲げている竹ひごをどうやっ

てまっすぐにさせるか」という課題は、坐禅指

導をするときに、相手が作り出している余計な

緊張を手放させるにはどのようにアプローチす

るのがよいのか、「左に側（そばだ）ち、右に

傾き、前に躬（くぐま）り、後（しりへ）に仰

ぐことを得ざれ。耳と肩と対し、鼻と臍と対せ

しめんことを要す」という正身端坐の坐りを妨

げている不必要な「力み」を緩めさせるにはど

のような働きかけをするべきかという重要な問

題を単純化して、わかりやすいモデルにしたも

のである（少なくともわたしの狙いとしてはそ

うである）。

　したがってこの場合、竹ひごは指導する相手

の背骨、あるいは身体の軸（体軸）にあたると

思っていただければよい。竹ひごが曲がってい

るというのは、骨盤が後ろに倒れすぎて背中や

腰が後ろに丸まっているか、その逆に骨盤が前に

倒れすぎて背中や腰が前に反りすぎているか（実

際は、それに加えて、右か左にからだが曲がって

いるか、ねじれている場合が多いのだが）、い

ずれにせよ背骨や体軸が重力の方向（鉛直）か

らずれ、耳と肩、鼻と臍が同一直線上に位置し

なくなっていることを意味している。今そうい

う状態を仮に「歪身偏坐」と呼ぶことにする。

「歪」は「ゆがむ、まがる、ひずむ」の意、

「偏」は「中心をそれて一方にかたよる」の意で

ある。坐禅の眼目が正身端坐であるとすれば、

この「歪身偏坐」をどのようにして「正身端坐」

へと正すかということがこの上なく大事な問題

になってくる。「歪身偏坐」を作り出す原因は

身心両面に関わり、複雑多岐にわたっているが、

ここではそれを余計な力みに絞って考察する。

力で曲げられた竹ひごは「歪新偏坐」のモデル

なのである。

　これまでのところ、賢明でないアプローチの

仕方としてＡ、Ｂ二つの例を挙げた。それは効

果が全くないか、きわめて薄い方法と言い換え

てもよい。さらには場合によっては逆効果、つ

まり曲がりを増大させることにつながるかもし

れない。

　Ａでは曲がっている竹ひごそのものに注目し、

それを直接まっすぐにしようとする。これを、

坐相の指導の場面に当てはめて言えば、背中や

腰を丸くして坐っている人の背中に後ろから警

策や手を当ててぐっと押してその曲りをまっす

ぐにさせようとすることにあたる。背中や腰を

反らせすぎて坐っている人の場合も、その反り

の箇所に前から手を当てて押して反りをなくさ

せようとするやりかたである。同じようなアプ

ローチの例としては、あごを突き出したり、そ

の逆にうつむいて坐っている人に対して、こち

らの手で頭やあごに触って、望ましい位置に動

かしてやるといったようなことが考えられるだ

ろう。いずれも坐禅会などでよくみられる、問

題の箇所を直接に、他動的に直そうとする指導

法である。

　しかし、こういうＡのやり方では当然のこと

ながら、曲がっている竹ひごを押すのをやめた

途端に、また曲がった状態に戻ってしまうので

ある。竹ひごの曲がりはあくまでも結果でしか

なく、その原因（両手の力み）にはなにも手を

坐禅への脚注集（10）
自己調整能力に任せる(1)

藤田一照
曹洞宗国際センター所長
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まい方法とは言い難いのである。

　直接的にやるか、間接的にやるかの違いはあ

っても、「歪身偏坐」への指導的アプローチと

してＡとＢに共通しているのは、どちらもこち

らが理想としてもっている「背中の真っすぐさ」

を基準にして、坐っている人の坐相を判断し、

相手を一方的・他動的にこちらの基準に近づけ

ようとしていることである。ここに最大の問題

があると思うのだが、果たして現在、我が国の

坐禅会、坐禅道場で、それ以外の坐相指導へのア

プローチを試みているところがあるだろうか？わ

たしは寡聞にしてそれを知らないので、もしご

存知の方があったらぜひ教えていただきたい。

国際ニュース

南アメリカ特派布教巡回

期日：2015年9月2日～24日

会場：10教場

北アメリカ特派布教巡回

期日：2015年9月13日～20日

会場：7教場

北アメリカ国際布教師会議、

並びに僧侶研修会

期日：2015年9月30日～10月1日

会場：両大本山北米別院禅宗寺

大本山總持寺二祖峨山韶碩禅師650回大遠忌

国際布教師焼香師団参、並びに国際交流会

期日：2015年10月21～22日

会場：大本山總持寺

ハワイ梅花流特派師範講習会

期日：2015年11月3～14日

会場：4教場

ヨーロッパ国際布教師研修会

期日：2015年11月13～15日

会場：禅道尼苑

南アメリカ国際布教師会議、

並びに僧侶研修会

期日：2015年11月16～19日

会場：両大本山南米別院佛心寺

ハワイ管内布教師秋季定例連絡会議、

並びに布教師研修会

期日：2015年11月21~22日

会場：両大本山ハワイ別院正法寺

ハワイ管内布教師春季定例連絡会議

期日：2016年2月13日

会場：両大本山ハワイ別院正法寺

南アメリカ国際布教師会議

期日：2016年3月8日

会場：コロンビア共和国 ボゴタ市
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